
事業所名：

目標達成計画 作成日： 平成 R2 年 1 月 31 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 21

今まで家族に毎月利用者の情報を送っていな
かった為、遠方にいる家族もいるため毎月利用者
の担当者が1ヶ月の状態や生活ぶりを書いて写真
がある時は写真と共に毎月送り、安心して家族に
利用者の状況を細かくお知らせする。

事務方も含め、毎月提出できているか徹底す
る。

24 ヶ月

2 51

前回の外部評価より介護度の軽い方は外出が増
えているが、重度の利用者様の外出が困難な為
天気のいい日は出来るだけ車椅子で敷地内の庭
を散策する回数を増やす。

利用者様の状況に合わせて出来る範囲での
外出を支援する。

24 ヶ月

3 2
前回の外部評価時は重度利用者様が多く、地域
との交流が難しかったが、介護度の軽い方も増え
ているので、梅見や秋祭り等に参加したい。

ご利用者様と地域の方との触れ合いの機会を
増やす。

24 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホームホームゆとり庵

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

翌月の加速への近況報告書を作り、次月の分も
きちんと利用者担当介護者に渡し事務も毎月きち
んと収集し請求書と共に送るようにする。

家族と連携し外出の機会を増やしたり、車椅子の
方も出来るだけ天気の良い日は庭などを見学す
る。

地域の梅祭りや、ふれあい祭りを子供神輿の日
に合わせ地域の人との交流をはかる。


